
GRASSROOTS MOVEMENT against  US BASES 2022 年 3 月 28 日第 125 号（隔月刊）沖縄県民と本土の人びとを分断する防衛省基地統計の克服を 

 

 

～ 沖縄日本から米軍基地をなくす草の根運動 ～ 
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沖縄県で、草の根会員が活動 

「草の根沖縄稲葉会」会員が、稲葉瞑想会に参加 

3人が新年に辺野古で新基地反対のたこ揚げ 

 本年（2022年）1月、2018年 1月に
逝去した元那覇地方裁判所裁判長稲葉
耶季（やすえ）さんの逝去 5周年の瞑
想会が行われました。稲葉耶季さん
は、在職中から瞑想会を開いてきた尼
僧です。稲葉さんを慕う多くの瞑想会
参加者は、稲葉判事の実兄で米軍基地
をなくす草の根運動共同代表・事務局
長の平山基生

お

さんの呼びかけに応えて
草の根運動に入会し「草の根沖縄稲葉
会」となりました。 
 防衛庁（当時）は、那覇市にあった
「軍事施設」の資料公開を求めた市民
の資料公開請求を認めた那覇市に対し
て、公開差し止めの訴訟を起こしまし
た。 
 稲葉裁判長は、法に基づく厳正な裁
判によって、那覇市側を勝たせまし
た。この判決は、最高裁判所まで行っ
て確定しました。 
稲葉判事亡き後も、瞑想会は続けら

れ、毎年命日頃には、記念の瞑想会も
行われてきました。今年は、5周年にあ
たります。 
日本沖縄から米軍基地をなくす草の

根運動は、多くの国民の支持を得て、

「安保」と称する基地居座り
条約を終了通告する政府を樹
立し全米軍基地を撤去するこ
とを目標に 22 年間活動して
きました。「世界で日本国
へ」と、「日本国で沖縄県
へ」と 2 重の米軍基地集中が
ある状況です。 

この過酷な状況を打破する
ためには、日本沖縄全国の組
織化と国際的活動がどうして
も必要です。中でも 2重の基
地集中の焦点となっている沖
縄県民の組織化は急務です。 
 現在草の根運動の全国会員
の約 1割は、沖縄県民です。
草の根沖縄稲葉会の会員と約
同数が他の沖縄県の会員で
す。 
 
 今年の元旦に、草の根運動
共同代表中正勇さんなど 3人
の会員は、辺野古の浜で、
「新基地反対」の凧を揚げる
活動を行いました。 

全基地撤去 憲法前文と 9条を厳格に実行 
■全国本部 :〒150-0042  
東京都渋谷区宇田川町 19-5 山手マンション 1001 

                      平山両牧師記念平和センター内 
■電話・ファックス : 03-3461-5758    090-4175-2010(事務局長) 
■メール : kusanone@world.ocn.ne.jp 
■ホームページ : http:// www.kusanone.org 
■郵便振替口座: 00190-5-611535  沖縄日本から 

米軍基地をなくす草の根運動 

全基地撤去の超党派個人加盟全国単一市民団体へ前進を！ 
全都道府県に都道府県本部を 市区町村に支部を 地域職場学校に班を 
米軍基地をなくす草の根運動 会員拡大を！ 

基地と主権侵害なくす憲法 9条実現政府樹立のために 
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第６６回日本母親大会 in沖縄   

記念講演  生命の尊厳が保障される社会をめざして ② 

   講師 仲山忠克（弁護士・ゆい法律事務所、沖縄県） 

４ 日本国憲法と武力によらない平和立国の
宣言 

 日本国憲法９条１項は、戦争の放棄を
謳っています。それは戦争違法化の世
界史の流れを取り入れたものです。２
項において戦力の不保持と交戦権の否
認が明記されました。この２項によっ
て、我が国は戦争の手段たる軍事力を
放棄し、主権国家の権利とされていた
交戦権をも否認したのです。この非武
装こそが、日本国憲法を恒久平和主義
といわしめる所以です。国連憲章が認
めた例外的、暫定的戦争はもちろん、
自衛戦争をも否定したところにその画
期性、偉大性があります。憲法制定国
会において、時の吉田首相はこう言っ
ています。「９条１項は、直接には自
衛権を否定していないが、２項におい
て一切の軍備と国の交戦権を認めない
結果、自衛権の発動としての戦争も、
また交戦権も放棄したものである」
と。これが憲法学会の通説でもありま
す。 
 憲法の平和主義の根本思想は「武力
によらない平和」の希求であり、その
ための国家構築です。私はその理念は
「共生」だと思っています。「敵国」
を破壊し、「敵国民」を殺戮した上に
自らの安全を確保するという武力によ
る平和、武力による安全保障ではな
く、９条に託されたのは人類の共生そ
のものだと思うのです。沖縄でいう
「命どぅ宝」の普遍化であり、安保法
制反対闘争の中でママの会が訴えた
「誰の子どももころさせない」ための
社会制度の構築、それが日本国憲法の
「武力によらない平和」だと思うので
す。生命誕生に託された希望を国家制
度として保障する、それが９条です。
それは沖縄でいう「イチャリバチョー
デー」（出会えば兄弟）の精神を基盤

とするものです。 

 日本国憲法を戦争違法化の文脈で捕
捉するのが憲法解釈の一般的見解で
す。しかし私はそれでは不十分で、日
本国憲法は戦争違法化の世界史の流れ
を戦争消滅化へ昇華せしめた人類の偉
大なる第一歩であり、生命の尊厳の保
障のために打ち立てた金字塔であると
確信しています。戦争違法化は、違法
な戦争と違法でない戦争の区別を生み
出しますが、戦争消滅化は、違法であ
れ合法であれ被害の発生には差異はな
いので、戦争そのものを禁止してなく
すというものです。それによって生命
の尊厳は全うされるので
す。 

 日本国憲法を戦争違法化
から戦争消滅化へ昇華せし
めたものはなんでしょう
か。国連憲章制定から日本
国憲法制定まで１年５か月
間あるのですが、その間に
人類は史上初の原爆被害を
体験することになりまし
た。このヒロシマ、ナガサ
キの原爆被害こそが、日本
国憲法を戦争消滅化へ昇華
せしめた根本的な原因であ
ります。原爆を経験しない
国連憲章との決定的違いが
そこにあるのです。 

 憲法９条の提唱者はマッ
カーサーと当時の首相幣原
喜重郎とするのが一般的見
解ですが、最近の研究では
幣原喜重郎の提案をマッカ
ーサーが取り入れたとする
のが有力となっています。幣原は軍事
力を廃止した９条について、「たしか
に今までの常識ではこれはおかしいこ
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とだ。しかし原子爆弾というものが出
てきた以上、世界の事情は根本的に変
わって終ったと僕は思う」、「世界は
真剣に戦争をやめることを考えなけれ
ばならない。そして戦争をやめるには
武器を持たないことが一番の保証にな
る」と言っています。さらに幣原は、
「非武装宣言ということは、従来の理
念からすればまったく狂気の沙汰であ
る」、「要するに世界は一人の狂人を
必要としている。何人かが自ら買って
出て狂人とならない限り、世界は軍備
競争の蟻地獄から抜け出すことは出来
ない。これはすばらしい狂人である。
世界史の扉を開く狂人である。その歴
史的使命を日本が果たすのだ」と９条
に託した覚悟と夢を吐露しています。 

原爆詩人・峠三吉は、朝鮮戦争の最中
に「にんげんをかえせ」の詩を発表
し、その中で「にんげんの にんげん
のよのあるかぎり／くずれぬへいわを
／へいわをかえせ」と訴えました。こ
の被爆者の血の叫びが、「くずれぬ平
和」を希求する９条として法制化され
たのです。 

このように、核戦争時代においても、
生命の尊厳を保障し、人類を滅亡の危
機から救済する確実な社会体制とし
て、日本国憲法９条は制定されたので
す。それを全世界の社会度として構築
確立させることに我が国の歴史的使命
がある、それが９条制定の根幹である
ことを後生の者として確認したいと思
っています。 

作家井上ひさしは「ぼくらの課題は、
世界の歴史からの贈り物（である日本
国憲法）を身体にしみこませ、自分の
本能にすること」と述べています。戦
闘を繰り返し、生命の殺戮を正義とし
た長きにわたる世界の歴史に終止符を
打ち、生命の尊厳を擁護し、それに託
された希望を絶望へと暗転せしめない
ために人類が到達した社会体制、核戦
争時代の到来によっても、人類の滅亡
を防止して生命の希望を保障するため
の社会体制、それこそが９条の「武力

によらない平和」であり、人類の英知
の結晶だと思うのです。９条を「本
能」にするとは、「武力によらない平
和」の理念を徹底的に貫徹し、その実
現をはかることではないでしょうか。
命がけの出産によって誕生した生命の
尊厳が保障される社会体制が、そこに
構築されると思うのです。 

 このように敗戦後の立国を非戦国家
として宣言して歩み出した我が国です
が、その後の歴代の自民党政権はむし
ろそれを否定し、逆の方向を目指して
進でいます。そして、それの牽引力と
なっているのが日米安保条約及びその
体制の存在です。 

５ 安保条約と「武力による平和」の現状 

 皆さんもご存じのように安保条約に
は１９５２年の旧安保条約と６０年改
訂の現行安保条約があります。改訂か
ら６１年経過した現在、安保条約は国
民意識に定着し、その支持容認が多数
となっているのが現状です。ここで改
めてその本質・役割等を検証したいと
思います。 

 去る大戦の敗戦による連合軍占領
は、５２年の講和条約の発効により終
了し撤退します。しかし米国のみに対
して在日駐留基地を許与するために締
結されたのが旧安保条約です。連合軍
占領から米軍の単独占領への転換で
す。従って旧安保条約は占領法規性を
濃厚とします。その締結に際し、米国
は「我々の望む兵力を、望む場所に、
望む期間だけ駐留させる権利を確保す
ること」を目的としたが、それは達成
されたと断言します。これこそが旧安
保条約のみならず、現行の安保条約を
も貫く原理として作用しています。豊
かな自然環境を破壊してでも強行す
る、辺野古新基地建設はその一環で
す。 

 ６０年の改訂は、旧安保の占領法規
としての不平等性を解消することが目



的とされたが、その６条で駐留米軍基
地を旧安保時代と同様に存続させたま
ま、新たに５条で日米共同防衛を規定
して軍事同盟体制へと変質させます。
占領法規性と軍事同盟性、その両方の
性質をもったものが現行安保条約の本
質です。その併有は必然的に対米従属
的な軍事同盟として成立します。元外
務事務次官の谷内正太郎氏は、「（軍
事）同盟とは、騎士と馬との関係の構
築」であり、「騎士が方向を定め、馬
は騎士がどちらに行こうとしているか
よく判断して、一体となって行動する
ことが期待されている」と言っていま
す。最高の外務官僚であった者が、自
ら我が国の主権侵害や放棄が安保条約
の運用においては期待されていると明
言すること自体驚きですが、それは我
が国の独立国家としての主権を侵害す
るものとして安保条約は存続している
ことを証明しているのです。日米地位
協定は如実にそれを反映しています。
日本政府は一貫して地位協定の改正を
拒否していますが、谷内発言はその理
由を代弁しているともいえます。 

 軍事同盟たる安保条約は「武力によ
る平和」を理念としています。軍事力
によって他国を支配排除して、自国の
安全保障を確保するというのがその根
本理念です。弱肉強食、優勝劣敗を価
値観とするものです。それは有事で
は、最近の言葉では「対処力」と表現

していますが、武力の行使によって敵
国民の殺戮と敵国の破壊を実行し、平
時では軍事的抑止力として機能すると
いうものです。 

 ２０１９年６月に策定された米統合
本部の新指針で、「米国の国家目標は
『力による平和』であり」、「核戦略
がそれに資する」と明記されていま
す。核兵器こそが武装平和の究極の姿
です。 

 軍事力は「敵」の存在なくしてはそ
の存立意義はありませんので、常に
「敵」を創出し、その危険性を扇動す
ることによって自らを正当化し強化し
ていくのです。分断と恐怖、そして憎
悪こそが軍事力存続の重要な要素で
す。 

 このような「軍事力による平和」
は、西ドイツの大統領であったヴァイ
ツゼッカーの言葉を借りれば「次の戦
争のための準備期間」であり、哲学者
カントの言葉を借りれば「将来の戦争
の種を密かに留保した」平和だといわ
ざるを得ません。歴史をひもとくまで
もなく、米の近年におけるイラクやア
フガニスタンにおける戦争に照らして
も、武装平和が戦争連鎖の代名詞であ
ることが証明されていると思うので
す。（続）（以下「草の根ニュース」に連載）

（「母親しんぶん」739 号 2021 年 11 月 29 日など ） 

沖縄の苦しみ共有したい    

野田 尚道（６７） 僧侶 新潟県村上市  

 〔1 月〕２３日に投開票が行われた沖

縄県名護市長選で現職が再選された。

辺野古への基地移設の是非が主要争点

とされた今回の選挙戦で、新人候補が

明確に米軍新基地建設反対を訴えたの

に対し、現職候補は国と県の推移を見

守るとして賛否を明らかにしなかっ

た。米軍基地があるが故の事件事故の

多さ、国内法が適用されない不平等な

日米地位協定は大きな問題だ。米軍基

地由来の新型コロナウイルスのオミク

ロン株感染拡大も日本の検疫が免除さ

れていることが要因で、市中感染が引

き起こされた。今年は沖縄県民が望ま

なかった米軍基地付きでの日本復帰か

ら５０年を迎える。この間、沖縄県民

や県内外の市民団体によって基地撤廃

の運動が展開されてきた。しかし、政
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権与党は辺野古移設が唯一の解決策と

ますます気勢を上げる。県民に新基地

受け入れと引き換えで交付金の「ア

メ」を出し、軟弱地盤と活断層の存在

が明らかになり、建設困難とみられる

辺野古に多額の税金を注ぎ込み続ける

のは私には異常と映る。国に苦しめら

れ続けている沖縄県民の思いを私たち

は共有しなくてはと思う。 

（草の根運動運営委員  2022・1・28） 

“泥沼の戦闘 住民を巻き込む” 

米軍基地をなくす草の根運動様 

 拝啓  2 月に入って暖かくなり、陽

ざしも春の気配を感じるようになりま

した。当運動のためスッタフの皆様の

ご苦労に対し深甚の敬意を表します。 

会費納入受領のお手紙受取りました。

ここ２，３日確定申告のための資料整

理をしています。その間には、３年前

から導入した薪ストーブ用の薪づくり 

— チェンソー、丸鋸、枝切りのため

の手鋏、根切り鋏、釜、マンマ―など

を使って作業をしています。薪は購入

すれば楽でしょうけど、雑木など貰っ

たりして刻んでいます。以前は、ＬＰ

ガス ストーブ、電気ストーブを併用

していました。電熱器は今も使ってい

ますが、できるだけ電気を使わないよ

う少なくして省エネに務めています。 

私の地元佐賀新聞にシリースで“沖縄は

今、復帰５０年、第２部 捨石を経て”

が本日載りました。コピーして送りま

す。“泥沼の戦闘住民を巻き込む”のタイ

トルで。 

 戦争は一般住民を塗炭の苦しみに陥

れる。絶対にあってはならない、と思

います。では 皆さまお元気で。敬具 

2022年２月15日 （佐賀市） 

ダンプを一台でも船を一台でも減らす行動―運転手からの差し入れ 

西浦 昭英（名護市） 

 沖縄に移住してから３年目となりま
した。だいたい週一日は船に乗り、後
の日は辺野古の埋め立て用の土砂を搬
出している安和桟橋と塩川港に出かけ
て、ダンプを一台でも船を一台でも減
らす行動をしています。 

 コロナ禍にも関わらず、安和桟橋で
は、朝７時から夜８時までの作業が続
いています。搬入するダンプの一日の
延べ台数は、抵抗運動がないと 1100～
1200 台ですが、出入り口でゆっくり歩
くことで、800～900 台に減らしていま
す。暑い夏の日でした。安和桟橋の出
口で、ダンプの前をゆっくり歩いてい
ると、突然ダンプの運転手の窓が開
き、「どうぞ」と言われ、塩分チャー

ジを渡されました。運転手は埋め立て
工事に従事していますが、県民の過半
数が反対し環境を破壊する埋め立て工
事を積極的にしたいと考えている人は
少ないようです。逆に、抵抗運動をし
ている我々に理解（同情？）している
人も少なくないようです。それでも、
話したこともない運転手からの差し入
れですから、万が一、毒でも入ってい
ないかと心配しましたが、新品でした
から安心しました。こんな不思議なお
付き合い（？）をしながら、沖縄で暮
らしています。 

すべての人の平和を願い 戦争をし
ない 軍隊を持たない この憲法９条
を世界の宝に 

  



読者の声  「草の根ニュース１２5 号」 

 

 お茶かんぱです。ご自
由に用いて下さい。（編集部 事務局のお茶

に使わせて頂きます。 感謝です） 

（世田谷区・弁護士） 

 小額ですが… 

 

  あきらめず がんばる！ 

(品川区) 

 わずかですが、連帯の気持ちを！ 

 

 連帯 

(練馬区) 

 小額ですが 

（沖縄県） 

 頑張って下さい 

H.K.さま(沖縄県) 

 感謝 

（東京・世田谷区） 

 米軍を思いやり、沖縄を思いやら
ず、政府の言うことを聞けば金を出
し、聞かなければ出さない、それを政
治と思っている人々が許せない。 

(東京・渋谷区) 

 日本の真の独立の為に、なんとして
も米軍基地をなくして欲しい。 

（京都市） 

日本消滅阻止 

（京都市・弁護士） 

 いつも、ありがとうございます。 
知子様〔編集部注 草の根運動共同代表の平山

知子弁護士〕より一期下の１９期です。
だんだん収入がなくなってきたので

少しですいません。 

（茨城県） 

 がんばって下さい。 

 (仮名・沖縄市) 

 

 

 

(佐賀市) 

コロナに負けずに、生活を、活動を。 

 (新宿区) 

 〔基地〕マップの自衛隊とあるの
は、米軍も利用しているということで
すか？  （編集部 そうです。地位協定 2 条

4項 bの、れっきとした米軍基地です） 

 （岡山市） 

 活動を続けることが一番でしょう。 

（足立区） 

 日米安保条約を廃棄する政府を樹立
したいです。 

 

 憲法改悪を許さない署名をがんばっ
ています。 

（品川区） 

 米の属国のような日本の現状に怒り
で一杯です。地道な運動、頭が下がり
ます。（編集部：ありがとうございます。） 

（杉並区） 

日々ご奮闘に心から敬意を表しま
す。 

（川崎市） 

よろしくお願いします。 
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2022年の 年 賀 状から 

 (文京区・弁護士) 

 新型コロナウイルスの世界的な感染
が、丸２年を超え、マスクとオンライ
ンが日常をかえました。地球の温暖
化、気象への影響で、甚大な水害も頻
繁に起こるようになりました。日常の
生活への影響は大きなものになってい
て、人が健康で穏やかな生活を送れる
大切さを重く感じます。にもかかわら
ず、人の命を奪うための兵器や軍備の
予算をどんどん増やすこの国は、進む
方向を考え直すべきです。２０１５年
にできた安保法制（日本が攻められて
いなくてもアメリカと一緒に戦える法
律）は憲法違反だと争っている裁判の中
で半沢一利さんとお知り合いになりま
した。「戦争だけは始めたらいけな
い」と何度も言われていました。今は
遺言となってしまいましたが、肝に銘
じたいです。＜勤務先＞113-0033 文京
区本郷 3-18-11 TYビル３０２ 東京ア
ドブォカシー法律事務所） 

平山知子さま（新宿区、草の根運動共
同代表、弁護士） 

 戦争の悲惨さを知っている最後の世
代になってきたように思います。日本
国憲法は、平和を愛する諸国民と、日
本で国民主権・平和・民主主義・人権
を勝ちとるために命がけで闘った先輩
たちが、明治憲法体制にしがみつこうと
した勢力に押し付けたものであると、
私は確信しています。 

 私は、この憲法を守り、活かすため
に、人生をかけてきた思いです。今年
の参議院議員選挙では、壊憲阻止をする
政党を躍進させるように、もうひと踏
ん張りかなと思っています。 

（世田谷区・弁護士） 

 昨年あたりから「敵基地攻撃容認
論」が公然と検討され、軍事費を国内
総生産（GDP）比１％枠から２％を念
頭に増額させる動き、自衛隊の活動領

域をインド太平洋・中東地域に拡大さ
せる動きなど、日本が軍事大国に向か
いつつあるような危機感を抱かざるを
えません。あらためて、何故憲法９条は
あるのか、憲法９条を守ることは日本と
アジアの平和を守ることだと感じる次
第です。 新しい年が平和な年となり
ますように。 

 

 現在の災害に便乗して憲法９条を改悪する

勢力が動きだしています。多数者民衆の日々

の営みの中に憲法を生かす不断の努力こそ大

事だと思います。世界を戦争に巻き込む動き

に反対し、憲法学者の活動を持続します。 

（奈良市）  

 野党統一で腐敗した政権を終わらせ
ることが可能になってきました。歴史
は前進している。 

  （大阪市） 

 歴史的な核兵器禁止条約発効でスタ
ートした昨年１０月の総選挙後、改憲を
巡る動きも急に慌ただしくなってきて
います。いかなる情勢においても、平
和を求め、立憲主義・法の支配貫徹を求め
る私たちの歩みは止まりません。 

 （佐賀市） 

 在日米軍基地撤去を！ どこの国と
も対決よりも話合いを。 

 （足立区） 

 ９６歳の実母に２年９カ月ぶりに、
アクリル板面会ができ、涙しました。
母の思いも込めて、戦争する国止める
ためにも、『（国民の人権を停止し、
ナチスのように独裁国家を完成させ
る）緊急事態条項など改憲』を、総選挙
など国民の力で止めたいと思います。 

平岡  敬さま （仮名、杉並区） 

 コロナ罹患（８月）、交通事故（１
０月）と、災難の当たり年を潜りぬけ
て、７度目の寅年を迎えました。通う



病院と薬の数は増えるばかりですが、
地域での高齢者の運動と合唱は続け、
９月２４日に延期続きの 

「沖縄連帯コンサート」の開催をめざ
しています。続く世代への素晴らしい
地球と世界を引き継ぎ、よかったとい
える時代をつくっていくために、少し
でもかかわり続けたいと願っていま
す。 

（府中市） 

 当方、沖縄県民と連帯する府中の会
で活動しています。 

（仮名、日本共産党県委
員会 委員長） 

 謹賀新年 党創立百周年を参議院選
挙の躍進で祝おう。  

昨年は、総選挙と中間地方選挙を相
次いでたたかい、大きなご支援や募金
などへも協力頂きありがとうございま
した。総選挙では、野党共闘と日本共
産党が支配勢力に大いに攻め込みまし
たが、相手の激しい反撃の中で、悔し
い後退となりました。私たちは、総選
挙の深い教訓を学び取り取り、参議院
選挙では必ず反転攻撃に転じ、党創立
百周年を日本共産党の躍進で祝うこと
ができるよう、全力を尽くします。引
き続いてのご支援をよろしくお願いし
ます。 

（石巻市） 

 米軍基地をなくすための運動に敬意
を表します。反転攻勢めざし頑張りま
す。 

（松山市） 

 二度と戦時体制にさせない活動をしな
ければと言い聞かせています、私に。 

（世田谷区） 

 コロナを利用して、東アジアの緊張
を煽り憲法改悪を考えるなど許されない
ことです。 

すがの茂さま（渋谷区、前区議会議員） 

 私の原点である憲法、いのち、くらし
をなによりも大切にする社会をつくる
ため、元気にがんばっていきます。 

（八戸市） 

 憲法九条が危ない！ 今年も平和・人
権・民主主義・生活の保障・命どう
宝、この道を忘れずみなさんと共に！ 
コロナ、オミクロンに負けるな！ 

 (仮名、千葉市) 

 今年こそ対米独立政権樹立を！！ 

（北九州市） 

 今年は特に、日米共同作戦の危険性
を患者さんたちに訴えていくつもりで
す。 

（江戸川区） 

 基地条約や協定の終了を通告する政
府を作りたいですね。そのためにも若
者たちとメールやスマホでつながるこ
とが大切ではないでしょうか！ 

（北区） 

 民のための政治を 基地も原発もい
らない憲法を活かす。 

（港区） 

 戦後７０余年、少しも良くならない
日本国ですが、少しの希望あるのみで
す。 

（浦添市） 

 今年の元旦、ご来光は、名嘉さんの
連凧に平和の願いを記して、辺野古海
岸でお祈りします。 

（北海道） 

 選挙後に改憲色めく大合唱は戦後最大
の危機、「戦争放棄」、この四文字に
こそ平和を願う誓いのはず。 

 



GRASSROOTS MOVEMENT against  US BASES 2022 年 3 月 28 日第 125 号（隔月刊）沖縄県民と本土の人びとを分断する防衛省基地統計の克服を 

 

稚拙一句 

  煙立ち九条の心磨きては 

大地焦がさず未来引き寄せ 

 

 日本の真の独立をめざしたいです
ね！！ 

鳩山友紀夫さま（千代田区、世界平和
友好フォーラム理事長 元首相） 

 いつも勉強会へご参加いただきあり
がとうございます。 

稲嶺 進さま（元名護市長） 

 今年は沖縄が日本復帰してから５０
周年を迎えます。名護市長選もありま
す。何が変わって何が変わらなかった
のか、詳細な検証が求められます。 

(立川市) 

 非武装・反戦・民主主義を柱とする憲
法の最後の年にならないように、皆様の
運動の後を老体に鞭打ってついて行き
たいと思っていますので本年もどうぞ
よろしくお願い致します。 

（鴻巣市） 
 今年は諦めず政治革新を望みます。 

 

 今年こそ改憲を許さず憲法を生かした
くらし、政治を！ 

（渋谷区） 
 ひとりはみんなのために、みんなは
ひとりのために、できることを勇気を
もって行動しましょう・今年もどうぞ
よろしく。 

（中野区） 
 微力ながら、世なおし運動に頑張っ
ていきます。今年もよろしくお願いい
たします。 

（鎌倉市） 
 ２年にも亘るコロナとのたたかいも
再びオミクロンが広がりを見せていま
す、去年の衆院選挙は野党共闘の一定
の成果はあったものの、予定の 2/3 を許

してしまい、改憲への動きが速まり強ま
っています。今年の参議院選挙には何と
しても野党が議席を増やして、改憲の発
議をさせない状況を作らねば「世界の宝」
憲法９条を守ることはできません。自分に
できることは、何でもやっていきませ
んか。周囲に話すこと、署名をしたり
集めたり、集会に参加したり。 

  

 コロナ禍の下、くれぐれも御自愛の
程、願います。 

（墨田区） 
 [近況]８０歳代に仲間入りして身体の
方は傷んできましたが、「気力」だけ
は大丈夫です。暮にコロナ禍のなか、
「食料・生活支援＆なんでも相談会」
に初参加しました。そのなかで６０数
年前のことを思い出しました。 

当時は、政府から「高額納税者番
付」が発表され、各紙が報道し、日本
の高額所得者のランキングが分かり
（この制度は２００５年廃止）、所得
格差がよく分かりました。社会の矛盾
に気付き、この問題をテーマに研究発
表したことがあります。昨今の軍事費
予算増と格差、貧困の広がりは、切り
離せないのではと思っています。 

 （武蔵野市） 
 初めての野党共闘での政権交代は果
たせませんでした。でも諦めず参院選
で前進させよう。 

（板橋区） 
 （昨年心に残ったひとこと）  や
っぱり人間として生まれたら自然と歳
をとって生老病死が自然ですから（こ
れを）全うしていくのが普通じゃない
かと思うのですが。まだずっと生きて
飲んだりくったりし笑って死んでいけ
るのを無理に切られてしまうのですか
ら。 －真珠湾攻撃８０周年記念番組
― 生きて愛して そして（2021.12.5
ＮＨＫＢＳ１） 真珠湾攻撃生存者
（103歳）インタビューより。 

大川 仁さま（渋谷区・法学館憲法研
究所）  改憲への国会での新たな動き
に抗していきたいと思います。 



新潟県知事選（5・29）に 

片桐奈保美氏が出馬表明 
原発問題を争点化 

夫の片桐元氏は、米軍基地をなくす草の根運動会員 
また原発の安全性を巡る県独自の「三

つの検証」の運営方法を疑問視。再選出

馬を表明した花角英世知事（63）につい

て「当初は脱原発を目指すと主張してい

たが、進めておらず不満だ」と語った。

県の財政改革や女性活躍社会の推進にも

意欲を示した。 

片桐氏は自身が自民党を支持してきた

ことを明かした上で、党派を超えて広く

支援を呼び掛ける考えを示した。既に片

桐氏を推薦する方針を示している共産党

や社民党からの支援も受けるという。 

 片桐氏の出馬表明で知事選は選挙戦に

なることがほぼ確実となった。花角知事

に対しては自民や公明党に加え、国政野

党の国民民主党、県内最大の労働団体の

連合新潟も支援する方針を決めている。

（「新潟日報」2022 年 3 月 18 日付） 

全国の皆様からのご支援が求められ
ています。 

 脱原発を訴える市民団体代表で、会社

役員の片桐奈保美氏（72）=新潟市西区

=が 3 月 17 日、新潟市中央区で記者会見

し、任期満了に伴う知事選（5月 12日告

示、29日投開票）に無所属で立候補する

ことを正式に表明した。東京電力柏崎刈

羽原発について「再稼働させない。廃炉

まで持っていければいい」と話し、原発

再稼働問題を知事選の争点にする考えを

示した。 

 片桐氏は新潟市秋葉区出身で新潟大法

学部卒。住宅メーカー「イシカワ」（新

潟市秋葉区）の副社長で、新潟経済同友

会の副代表幹事も務める。脱原発を訴え

る市民団体「新潟の新しい未来を考える

会」の会長を務めている。 

 片桐氏は支援者ら約 60 人と会見に臨

んだ。出馬を決めたきっかけにロシアの

ウクライナ侵攻で原発が攻撃されたこと

を挙げ「安全な原発はない」とリスクの

高さを改めて指摘した。 



GRASSROOTS MOVEMENT against  US BASES 2022 年 3 月 28 日第 125 号（隔月刊）沖縄県民と本土の人びとを分断する防衛省基地統計の克服を 

 

日本で唯一の全基地マップ 

学びましょう！普及しましょう！普及運動にご参加を  

1枚のマップ普及が、対米独立・主権回復へ歴史を動かします 

日本沖縄で唯一の基地マップを、ご家族に、友人
に、知人に、日本国民に、普及して頂けませんか！ 

1 人でも多くの「日本沖縄」国民に、基地マップを
見て頂くだけで、「基地なくす力」を、一歩つよめ

ます 

なぜなら外国軍隊の基地(197)と兵力（5 万 6 千人）が、 

これほど多い国は、世界でも「日本沖縄」国だけであり 

沖縄県だけでなく日本全土が基地に覆われているこ
と    

「全土米軍基地方式」の惨状を 
国民に知って頂くことになりますから！ 

対米独立のために全基地撤去の目標を堅持することが大事だと思います 
全日本の基地数は１９７〈ウイキぺディア〉で、131〈防衛省〉は創作で間違いです。 

全基地撤去の基地条約終了通告
政府を作るためにも、その前に
今、辺野古工事中止など沖縄建白
書実現を含む市民と野党の共闘で
「アベ・スガ・キシダ自公政治を
許さない」立憲野党政府を作るこ
とが緊急課題であり、7 月の参院
選と次の総選挙で、候補統一実現
と勝利への必死の努力、支持拡大
があれば可能です。  

この基地マップは日米地位協定
において定義されている在日米軍
基地を構成する米軍専用施設(地
位協定 2 条－1 項 a)、米軍共用施
設（2－4a）、米軍一時使用施設
（2－4b）のすべてを網羅した日
本で初めてのマップです。『日本
沖縄』の全米軍基地の内訳は、 

❶米軍専用施設 51(うち本土 28)、
❷自衛隊共同利用米軍施設(地位協
定 2 条 4 項 a【2-4-a】) 27(うち本土 19)

❸米軍利用可能施設(地位協定 2
条 4 項ｂ【2-4-ｂ】にいよんび
い)119(うち本土 115)です。「日本
沖縄」国には、197(うち沖縄県に
35、うち本土 162)の基地があります 
(ウイキペディア「都道府県別の全て
の米軍施設規模と都道府県別の米軍施
設」より) 。その全基地を地図で示し
たものが、草の根運動オリジナルの
「基地マップ」です。  この基地マ
ップの学習と、全力を挙げての国民へ
の普及にご協力ください‼      こ
の基地マップには、住民に限りない苦
痛を与えている全国の米軍機超低空飛
行訓練ルートも示されています。（草
の根運動事務局で受付中 1 枚 2 百円
10 枚千円） 



沖縄日本から 
米軍基地をなくす草の根運動 

 
 

編集後記 ロシアのウクライナへの侵攻侵略はいかなる理由があっても許されません。    【発行遅延を深くお詫びいたします】 

ロシアの蛮行を強く非難し即時停戦と撤退を要求するという前提に立って、どうすれば、この様な事態の進行を防ぐか、現瞬間

の戦闘を実際に即時停止させウクライナ国民と、ロシアとウクライナ両軍の兵士の命を守り財産を救うかという平和外交の問題が

急務として浮上しています。     3 月 29 日から、トルコで、ウクライナとロシアの外交交渉が始まっています。ウクライナ側から、

国際的保障の下 NATO に参加しない中立政策の提案もなされています。     

 日本国憲法は、第 9 条で「国の交戦権は、これを認めない」と厳粛に規定しています。     また、「陸海空軍その他の戦

力は、これを保持しない」と規定しています。憲法は二重に、ウクライナのような国内戦争を否定しているのです。     常にこの

憲法の規定に対して出されるのが、「もし攻め込まれたらどうするのか」という「脅威論」です。戦わないで無条件降伏するのか、と

いう議論です。     日本国憲法は、絶対に戦わない、という徹底した「平和外交」での闘いを規定しています。「戦争」か「平

和外交」か、これが問われているのです。「平和外交」以外に道はない。これが日本国憲法の立場です。国外国内を問わず、戦

争はしないのです。「国内での戦争」である悲惨極まる「沖縄戦」は、再び繰り返してはならない、これこそ日本国憲法の「悲壮な」

（伊達判決）決意です。ウクライナの国内での戦争は、このことを再び示しました。ウクライナは、米軍による軍事訓練を受け、NATO

加盟をちらつかせたことによって、外交に失敗しました。自国を守るつもりの軍事同盟 NATO 加盟政策が、逆に戦争を呼び込んだ

のです。「脅威論」による自衛隊「活用」は、戦争を意味します。「諸国民の公正と信義に信頼して」「安全と生存を保持」（憲法

前文）の「信義論」「信頼論」にたつ平和外交こそ必要です。 

いま、ウクライナとロシアの交渉が、トルコで始まりました。どうしてもこの交渉を実らせ、停戦からロシア軍の撤退、ウクライナの

NATO への不加盟等で、交渉を成功させなければなりません。       

NATO などの軍事同盟こそが、安全保障どころか戦争の原因になっていることを、ウクライナロシア危機は示しています。 

平和運動としての基地撤去の闘いはもちろん重要ですが、草の根運動が追求している主権回復の独立運動としての全

基地撤去の闘いが、絶対に必要だということがますます明らかになっていると思います。 
草の根運動会員の皆様が、先頭に立って、軍事同盟である「安保」と称する「基地居座り条約」6 条に基づく米軍地位

協定の屈辱的で危険な事実をしめし、基地条約と協定への国民的怒りを組織することが、求められていると思います。今の
ところ、この方針をリードできる団体は、私たち「米軍基地をなくす草の根運動」以外に見当たりません。 
今こそ草の根運動を拡大強化しましょう。3 人からの班づくり、街頭等での宣伝、基地マップの普及、会員拡大等で。（H） 
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